
令和７年度　第１回匝瑳市社会教育委員会議　会議録 

 

１　日　　時　　令和７年１１月７日（金） 

開会　午後１時５６分　　　閉会　午後３時１０分 

 

２　場　　所　　野栄福祉センター　２階娯楽室 

 

３　出席委員　　浪川健治委員、石川浩之委員、依知川雅一委員、野仲哲二委員、 

　　　　　　　　角田利和委員、伊藤敏江委員、江波戸八重子委員、溝口澄子委員 

 

４　出席職員 

　　　　　　　　教育長　　　　　　　　　　　椎名和浩 

（事務局）　　生涯学習課長　　　　　　　　畔蒜稔行 

　　　　　　　　図書館長・公民館長　　　　　川口義夫 

　　　　　　　　生涯学習室長兼副主幹(統括)　石毛英広 

　　　　　　　　スポーツ振興班副主幹(統括)　伊藤芳雄 

　　　　　　　　公民館管理班副主幹(統括)　　鵜澤正明 

　　　　　　　　図書館管理班主査(統括)　　　田中香織 

 

５　開　　会　 

 

６　社会教育委員会議議長あいさつ 

 

７　教育長あいさつ 

 

８　議　事 

（１）令和７年度匝瑳市生涯学習事業（９月末現在）の実施状況について 

生涯学習関連事業　　石毛室長兼副主幹(統括)、伊藤副主幹（統括）より説明。 

公民館関連事業　　　鵜澤副主幹(統括)より説明。 

図書館関連事業　　　田中主査(統括)より説明。 

 

９　その他　・第６０回千葉県社会教育振興大会の開催について 

　　　　　　・第２回社会教育委員会議の開催について 

 

10　閉　会　　詳細は別添会議資料による。 

 

 



【協議内容】 

議事（１）令和７年度匝瑳市生涯学習事業（９月末現在）の実施状況について 

 

委員Ａ：　１ページの各種講座関係で、ヒーリング・ピアダンスなど上半期で終了してい

るものがあるが、なぜか。 

 

事務局：　講師との調整により、上半期で終了するものがある。 

 

委員Ａ：　２ページのその他の立正大学デリバリーカレッジについて、数年前から開始し

たと思うが、始まった経緯を教えてほしい。参加者がわかれば教えてほしい。 

 

事務局：　まず、参加者は、５月１７日が２８名、６月７日が３３名である。立正大学デ

リバリーカレッジが始まった経緯は、令和３年１０月１０日に匝瑳市と立正大学

と包括連携協定を締結し、新たな生涯学習講座として令和４年から開催した。第

１回目のデリバリーカレッジは令和４年１１月２６日に開催した。 

 

委員Ａ：　２ページの下段の重要文化財飯高寺保存整備事業補助金について、内容を教え

てほしい。 

 

事務局：　この事業は、令和６年度から８年度までの３か年事業で、本年度の事業は、飯

高寺の講堂廻りの防災設備改修・整備工事であり、放水銃・消火栓設備、警報設

備(炎検知器設備)の改修・整備を行う。令和６年度は消火ポンプの改修、令和８

年度は総門廻りの防災設備改修工事を予定している。 

 

委員Ａ：　３ページの中段にあるよかっぺ祭りたるみこしパレードについて、自分は地区

の役員をしており、小学校の話では子ども達の負担軽減のため縮小したというが、

経緯として校長会等で決めたことであるか。縮小して好評であったと聞いている

が、情報があれば教えてほしい。 

 

教育長：　私の知る限りであるが、商工観光課が主として行っている行事であり、おそら

く昨年度に校長会を含めたと思うが教育委員会と話し合いをした上で、コロナ等

様々なことを考慮して八重垣神社祇園祭もそうであるが、ルートを大分短縮した

と伺っている。子どもは減ったとしても、伝統行事であるので、継続していただ

きたいと考えている。 

 

委員Ｂ：　２ページの社会教育団体育成事業の青少年相談員活動補助金について、青少年

相談員は何年かでメンバーが替わると思うが、補助金額が高額であり毎年この位

の額であるのか。また、どのような内容に使われているのか教えてほしい。 

 

事務局：　毎年同額程度の補助金を支出している。内容については、地区活動補助金とし

て各地区へ60,000 円を交付し、また、フロンティア学寮等匝瑳市青少年相談員連



絡協議会の運営費等に充てられている。 

 

議　長：　１ページの各種講座関係の親子休日チャレンジについて、７月から１２月まで

に１４回予定され、９月末までに４回開催と２回中止で計６回であるが、残り３

ヶ月で８回の開催は毎週開催することであるのか教えてほしい。。 

　　　　　４ページの子ども会に関することであるが、東総子連ジュニアリーダー・集団

指導者認定講習会について、どちらも初級の講習であるので初級と入れていただ

きたい。ジュニアリーダーについては上級・中級・初級があり、集団指導者につ

いても上級・中級・初級の講習がある。上級・中級は別に全子連・県子連で行っ

ている。 

 

事務局：　親子休日チャレンジについて、１０月に２回、１１月に３回、１２月に３回開

催する予定である。 

 

委員Ｃ：　具体的にどのような講座があるのか。 

 

事務局：　江戸流手打ちそば体験が１２月に３回、お菓子作り体験が１０月に１回と１１

月に２回、太巻寿司作り体験が１０月に１回と１１月に１回開催する。夏休み陶

芸体験、親子でパン作りは既に開催した。 

 

委員Ｄ：　匝瑳市スポーツ協会について、何団体あって、できれば団体の名称を教えてほ

しい。。 

 

事務局：　２３協会加盟している。主な団体は、卓球協会、ライフル協会、グラウンドゴ

ルフ協会、ソフトテニス協会、陸上協会、硬式テニス連盟、パークゴルフ協会、

剣道協会、弓道協会、バレーボール協会、軟式野球協会、バスケットボール協会、

サッカー協会、バドミントン協会、ユニカール協会である。次回の会議で資料を

提示する。 

 

委員Ｅ：　東部五市大会の成績等が記載されており、中学生が競技によっては参加するも

のがあるが、知る限りでは陸上競技に中学生が参加している。ほかの競技は大人

が中心で行っているかと思う。陸上競技は中学生の出場が多い気がする。そのほ

かに中学生が参加できる競技・種目があったら教えてほしい。 

 

事務局：　ライフル競技は中学生が参加している。そのほかの競技は大人が参加している。 

 

委員Ｆ：　八日市場図書館、のさか図書館を利用させていただいている一人であり、新刊

コーナーをとても楽しみにしている。新刊を新規に購入する上でどういった視点

で購入しているのか、どなたが選定しているのか教えてほしい。一般市民からの

リクエストを取り入れるシステムはあるのか、新規で購入する年間の予算はどの

くらいあるのか教えてほしい。 



 

事務局：　新規の本を購入する際は、カタログを元に図書館司書が選定している。リクエ

ストがあった場合は、図書館司書が判断してリクエストに応えられるようにして

いる。書籍購入の予算については1,100 万円を計上している。 

 

委員Ｆ：　市民からのリクエストを受け付けているとのことだが、どのような方法がある

か教えてほしい。電話や窓口で受け付けてくれるのか。 

 

事務局：　リクエストの方法は、来館によるもの、電話等での受付がある。実際に購入は

しなくても県内のほかの図書館から取り寄せする方法もあり、絶版等で手に入ら

ない本も図書館に届くシステムがある。 

 

委員Ｄ：　公民館まつりについて、野栄地区ではのさか文化祭と生涯学習祭があるが、八

日市場地区では八日市場文化祭と公民館まつりがある。公民館まつりは盛大に開

催されており、八日市場文化祭と公民館まつりが別々に分けられている経緯を教

えてほしい。 

 

事務局：　公民館まつりは、公民館講座受講生の発表の場として開催している。また、公

民館講座から立ち上がったサークルも発表の場となっている。予算は２５万円で、

準備や消耗品に充てている。 

 

委員Ａ：　八日市場文化祭は今年で第７１回を迎えた。八日市場文化会という団体が補助

金をいただいて独自で開催しているもので、公民館まつりとは別のものである。

市町が合併して２０年近くなるが、野栄地区との交流はなかなかないので、野栄

地区にお住まいの方に御理解をいただけていない状況であると思うが、そういっ

た経緯である。 

 

委員Ｄ：　公民館まつりは講座から立ち上がったものであるが、文化祭はそれ以外のもの

であるとの考えでよいか。 

 

議　長：　文化祭は、文化会という団体が行っているものである。 

 

委員Ｄ：　公民館まつりと八日市場文化祭の両方を兼ねているものはあるか。 

 

委員Ａ：　両方兼ねても構わない。 

 

教育長：　会場が同じであるので、わかりにくいのではないか。 

 

委員Ｄ：　会場は違うのではないのか。 

 

委員Ａ：　文化祭の展示発表は、公民館まつりと同じ公民館である。わかりにくいが、生



まれの理由が違うものである。 

 

委員Ｄ：　なぜそうなったのか、統一できない理由があるのかと思ったところである。生

涯学習祭は、生涯学習センター講座から立ち上がったものであり、１０数回実施

している。当時の講師の先生が八日市場では公民館まつりを行っているから、野

栄は生涯学習センター講座から生涯学習祭をやろうと立ち上がったものである。

文化会の予算で実施している。 

 

委員Ａ：　生涯学習祭の経緯を知っており、市町合併後に生涯学習室が設置され、生涯学

習施設があるけど何も行事がないということで生涯学習祭をやろうとなった。残

念なのは、当時の生涯学習室が八日市場文化会へ声かけしなかった。そのため、

野栄だけで生まれて育てている。現在も八日市場文化会から生涯学習祭へ参加し

ている団体が少ない。そういう生まれながらの事情があり、今後は話をしながら

御理解をいただきたいと思う。 

 

教育長：　経緯の件も整理しながら、今後、より良い方向性を検討したい。 

 

議　長：　他に御意見等がないようですので、以上で協議を終了いたします。


